
▲2次元CADによる文様描画

貝をレイアウト

▼レリーフパターン完成

▼非接触３次元形状測定装置で
　計測した形状データ

　植物や貝などの自然素材から立体造形物を創作しようとすれば、現物からシリコン型をとるしかなく、変形、組み合わせ等の編集
作業は不可能であった。そこで、非接触型三次元形状測定装置を造形素材取り込み装置として活用し、CADを駆使して立体造形物を
制作する技法について研究した。
　また、この技法の応用例として、発泡材を利用したレリーフ（浮き彫り）壁材としての利用を想定し、並べても図柄が連続するように
パターンをデザインした。

立体造形物の3次元データ制作過程

▲撮影に使った貝

▲3次元CADで文様を立体化

立体造形部3次元データ制作過程

3次元CADデータから、
石膏粉末を素材とする
ラピッドプロトタイピン
グ で、金型の母型制作
　

仮想彫刻の段階で型

抜きの妨げとなる逆

勾配形状部分を修正

　　

＊ラピッドプロトタイピング：金型なしにCADデータから、直接モデルを紙や樹脂を積層して製作する成形方法

この母型から、アル

ミ鋳物により金型を

製作

アルミ鋳物により金型を

製作した後、発泡ポリエ

チレンでの成形に成功

した。

発泡ポリエチレン製

レリーフ壁材

アルミ鋳物金型を前提とした成形であ

れば、この技法による製品開発が可能で

あることがわかった。
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開発工程のデジタル化 4.3非接触型三次元形状測定装置を利用したレリーフパターン制作技法




